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５年生の理科から
５年生の理科では、キーワードとしている「命」に関わる２つの単元「植物の発芽と成

長」「魚のたんじょう」を同時に学習しています。これは、種子の発芽もメダカの産卵も

季節ものであり、一番よいタイミングで観察したいからです。

今回は、メダカを使った「魚のたんじょう」の学習の様子をお知らせします。メダカの

産卵（採卵）と孵化・子メダカの簡単そうで、意外に難しく、実物を観察できないことも

あります。

本校では、学校の裏の池にいるメダカを使いま

した。業務員の高橋さんにとっていただき観察・

スケッチしました。そのメダカは、教科書に載っ

ているメダカに似ていて、確かに雄・雌の特徴も

持っています。しかし、大きいのです。ふつう、

メダカと言えば、２～３センチのかわいい魚です。

５センチはあろうかという大きさなのです。でも、

メダカの顔つき・体つきなのです。そこで、「鬼小 〈鬼小メダカ〉

メダカ」と命名し、観察していくことにしました。

ゴールデンウィークをはさんでの観察になりましたが、卵と卵の変化の様子や子メダカ

を解剖顕微鏡で見て、スケッチしました。そして、今週はメダカの餌となっているプラン

クトンを顕微鏡を使って観察しました。

新品の解剖顕微鏡や顕微鏡を正しく使うとともに、生命のすばらしさを感じてほしいと

思っています。

〈メダカの雌雄の判定をしました〉 〈解剖顕微鏡での観察・スケッチ〉

来週の月曜日（２１日）は金環日食です
今、最も話題になっている金環日食が、来週の月曜日とせまってきました。藤岡市では、

登校時間を３０分早めて、学校で観察することになりました。

この金環日食の観察で、もっとも気をつけなければならないのは安全性だからです。決

して太陽を直接見てはいけないし、下敷きやサングラスを使ってみることも絶対にやって

はいけないことなのです。さらに、日食グラスなど太陽観察用のめがねを持っていても、

正しい使い方をする必要があります。例えば、太陽の方向をまず肉眼で確認した後に、グ

ラスを目にあてるという使い方は正しくありません。ちらっとでも肉眼で太陽を見るのは

危険です。まず自分の影を探して、影の反対方向に身体を向けて、目にグラスを当ててか

ら太陽を見るのが、正しい使い方です。こうした指導をしながら、みんなで観察する予定

です。

ところで、日食の観察方法はいくつかありますが、大きく 2 つに分けられます。太陽の
光を十分弱めて直接肉眼で観察する方法と、太陽の姿をスクリーンに投影して間接的に見

る方法です。

◆ 直接観察する方法 ◆［遮光板（太陽観察メガネ）を使う］

鬼石小では、全校児童分の太陽メガネ（右の写真）を用意

しました。それぞれ自分の太陽メガネをもって、直接、観察

する予定です。やはり、自分の目で直に見ることが、大切で

あり、感動が違うと考えたからです。

◆ 投影する方法 ◆[ 厚紙にピンホール(針穴)を開けて投影

する］

厚紙に針などで小さな穴を開け、その穴を通り抜けた太陽

の光を別の白い紙(スクリーン)に映すことで、欠けた太陽の

形を観察できます（下の写真）。ピンホールカメラと同じしくみです。太陽を直接見ずに

観察できるので安全ですし、観察のため

の道具も簡単に安く作れる、お勧めの観

察方法でもあります。ただ、ちょっと分

かりにくいところもありますので、高学

年の児童だけで行いたいと思っています。

なお、県立ぐんま天文台からいただい

た「ピンホール式日食投影しおり」は、

全校に配ります。しおりとして、使って

ほしいと思っています。普段、ピンホー

ルに映し出される太陽は円のままで、特

におもしろいものではありません。くれ

ぐれも、太陽をのぞかないでください。

雨天・曇天の場合は、体育館で映像

資料等を鑑賞する予定です。



【資 料】

金環日食とは・・
日食は太陽が月によって隠されることにより、太陽が欠けて見える天文現象です。月の

見かけの大きさが太陽よりも小さい場合、月が太陽の内側へ完全に入り込むと、太陽は細

いリング状に見えます。これを金環日食とよんでいます。ですから金環日食は、日食の中

でも特別な日食ということができます。

ところで下の絵で、月の影の濃い部分は本影といいます。また地球に届かない本影の部

分は擬本影といいますが、このサイトでは単に本影としています。月の本影が地球に届く

と皆既日食が見られますが、地球に届かない場合は金環日食が見られます。2012年 5月 21
日はまさに、下の絵のような状態になります。月の本影の面積は地球全体の面積に比べて

極端に狭いので、金環日食が見られる地域は地球上のごく一部に限られてしまいます。2012
年は運よく日本が月の本影に入るというわけです。

金環日食を楽しもう
2012年 5月 21日（月）朝 7時すぎに、日本の多くの地域で「金環日食」が見られます。

皆さんがよく知っているように、太陽の周りを地球が回り、地球の周りを月が回っていま

す。時々太陽、月、地球の順番に 3 つの天体が一直線上に並ぶことがあり、月が太陽を隠
すのが日食です。3 つの天体の位置の関係で、月が太陽を全部隠す時と一部だけ隠す時が
あります。「金環日食は」は月が太陽を隠し切れず、太陽がリング状に見える現象です。

日本で前回起こったのは 1987 年 9 月 23 日（沖縄本島など）ですから 25 年ぶり。そして
次回は 2030 年 6 月 1 日に北海道で見られるまで 18 年間起こらないという、貴重な機会で
す。さらに今回は、大阪や名古屋、東京など大都市を含む広い範囲で見られます。金環日

食にならない地域でも部分日食が楽しめます。

ところで
日食と聞くと、太陽が全部隠れる「皆既日食」を思い浮かべる人が多いと思います。金

環日食は皆既日食とどう違うのでしょうか。よく誤解されるのは、空が暗くなると思われ

ること。でも金環日食ではもっとも太陽が欠けたときでも空は暗くはなりません。実際は

光の量は数十分の一から百分の一に落ちるのですが、人間の目が調整してしまうからです。

日食グラスを通すと、ドーナツ状になった光の輪を楽しむことができます。

各地での太陽の欠け方
それではこの日食により、日本各地で太陽はどのような欠け方をするのでしょうか。下

の絵をご覧ください。今回の日食では月の本影が九州南岸から本州南岸を縦断するだけに、

太平洋側の地域では金環日食が見られる場所が少なくありません。

また、日本全国ほとんどの地点で、非常に深くまで太陽が欠ける素晴らしい日食となり

ます。金環帯に入らない場所でも、多くの地域で食分が０．９を超えるのです。月が太陽

に大きく食い込んで、三日月よりも細くなったようすが楽しめるでしょう。中心線から遠

くに位置する北海道ですら本影から 500Km ほどしか離れておらず、食分が０．８を超え
る部分日食となります。これほど深い日食を日本全国で楽しむことができるのは、滅多に

ありません。


